
令和２年度　第一薬科大学【看護学部】 
一般入学試験［第一期］２日目問題

試験選択科目 化　学 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和２年２月１日	 ◎指示があるまで開いてはいけない。 
10時 00分～12時00分

 1 ．	�受験票は机の上，左前方に常に提示しておくこと。
 2 ．	�机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほかは置かないこと。	 	

携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源
を切って，かばんの中にしまうこと。（アラーム等の音がでる設定は
解除）

 3 ．	�開始の指示にしたがって，直ちに問題用紙および解答用紙を確認する
こと。化学は 1 ～ 11 ページ，生物は 13 ～ 25 ページ，数学は 27 ～ 31 
ページ，国語は 33 ～ 38 ページである。解答用紙は試験選択科目ごと
に 1枚，合計2枚である。不備な点があれば，手をあげて監督者に知
らせること。

 4 ．	�はじめに問題用紙の試験選択科目欄の 2 科目を丸でかこみ，受験番
号，氏名を記入すること。解答する科目は必ず受験票と同じものを
選択すること。

 5 ．	�つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄
をマークすること。（受験地は記入しなくてよい）

 6 ．	�解答用紙の注意事項にしたがって，指定欄に記入されたことだけが 
採点の対象になる。

 7 ．	�問題用紙内側の空白部分は，計算などに使用してよい。
 8 ．	�途中退出は認めない。
 9 ．	�問題用紙および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

学  校  法  人　　都  築  学  園
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問１　真核細胞のうち，動物細胞の構造と機能に関する記述のうち，正しい組合せはど

れか。

ａ　ミトコンドリアでは，有機物を分解してエネルギーを取り出し，利用してATP
を合成する。

ｂ　細胞膜はリン脂質の二重層からなり，親水性の部分を向けあった二重の並んだ
構造をしている。

ｃ　リボゾームでは，DNAの情報が直接，タンパク質の合成に利用されている。
ｄ　リソソームでは，古くなったタンパク質や核酸，脂質，糖質が分解され，再利
用されている。

ｅ　ゴルジ体では細胞分裂において，紡錘糸形成の起点になっている。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｄ）	 6　（ｄ，ｅ）

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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問２　細胞膜に関する説明である。次の文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句

の正しい組合せはどれか。

　　　細胞膜は，（　ア　）の疎水性部分を外側に，親水性部分を内側に向けた（　イ　）

と（　ウ　）から構成されている。細胞膜は“選択的透過性”という特定の物質のみ

通過させる性質があるが，この物質の輸送には，（　エ　）を必要とする能動輸送と

（　エ　）を必要としない受動輸送がある。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ リン脂質 透析膜 タンパク質 浸透圧
2 リン脂質 脂質二重膜 タンパク質 ATP
3 リン脂質 透析膜 核酸 浸透圧
4 糖脂質 脂質二重膜 核酸 ATP
5 糖脂質 透析膜 リン脂質 浸透圧
6 糖脂質 脂質二重膜 リン脂質 ATP

－2－

問３　右図の実線は，温度，pHなどが最適な条件で，酵素

濃度が一定の時の酵素反応速度と基質（酵素が作用す

る物質）濃度の関係を示したグラフであり，酵素反応

速度は，ある程度まで基質濃度に依存して大きくなり，

その後一定の値となる。

　　　酵素活性を阻害する物質（阻害薬）には，基質が結

合する部位を競い合って結合することで活性を阻害する競争的阻害薬と，基質が結

合する部位とは異なる場所に結合することで酵素の活性を阻害する非競争的阻害薬

がある。

　　　競争的阻害薬（A）を作用させた場合，非競争的阻害薬（B）を作用させた場合

のグラフはどれか。
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問５　マウスの学習についての説明である。次の文章中の空欄（ア）～（エ）に当ては

まる語句の正しい組合せはどれか。

　　　マウスの足に痛みを伴う電気ショックを与えると，心拍増加や血圧上昇など，ヒト

が恐怖を感じた時のような反応（恐怖反応）が生じる。このように，訓練を必要とし

ない反応を（　ア　）と呼ばれ，それを引き起こす刺激は（　イ　）と呼ばれる。

　　　一方，本来は恐怖反応を起こさないような“音”を，恐怖反応を起こす“電気ショック”

の直前に聞かせると，マウスは“音”と“電気ショック”が関連していることを学習して，

“音”を聞いただけで恐怖反応を起こすようになる。このように一定の条件下に形成され

た反応は条件反応と呼ばれる。本来は恐怖反応を起こさない“音”のような中立的な刺

激は（　ウ　）と呼ばれる。また，（　イ　）と（　ウ　）の対となった刺激による学

習を（　エ　）という。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 自然反応 自然刺激 中立刺激 先天的条件付け
2 自然反応 人工刺激 中立刺激 先天的条件付け
3 無条件反応 無条件刺激 学習刺激 先天的条件付け
4 無条件反応 無条件刺激 学習刺激 古典的条件付け
5 無条件反応 無条件刺激 条件刺激 古典的条件付け

－5－

問４　免疫についての説明である。次の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句

の正しい組合せはどれか。

　　　我々のからだには病原体や異物などが体内に侵入することを防ぐしくみや，がん細

胞など異常な変異細胞を排除するしくみがある。これを“免疫”という。

　　　免疫のうち，（　ア　）は体内に侵入した病原体・異物をただちに排除しようとする

はたらきであり，（　イ　）は病原体・異物などの抗原の情報を記憶し，特異的に排除

しようとするはたらきを表す。後者の免疫には抗原を特異的に認識する（　ウ　） 

と呼ばれるタンパク質が重要な役割を果たしている。免疫反応が自身の正常な組織に

対して過剰に反応する病気のことを（　エ　）という。さらに，ヒトによっては，食べ

物などに含まれる特定の物質を抗原と認識し，過剰な免疫反応を引き起こすことがあ

る。これを（　オ　） という。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 自然免疫 獲得免疫 補体 アレルギー 自己免疫疾患
2 獲得免疫 自然免疫 補体 アレルギー 拒絶反応
3 自然免疫 獲得免疫 抗体 自己免疫疾患 アレルギー
4 獲得免疫 自然免疫 抗体 拒絶反応 アレルギー
5 自然免疫 獲得免疫 抗体 拒絶反応 アレルギー

－4－－18－



問５　マウスの学習についての説明である。次の文章中の空欄（ア）～（エ）に当ては

まる語句の正しい組合せはどれか。

　　　マウスの足に痛みを伴う電気ショックを与えると，心拍増加や血圧上昇など，ヒト

が恐怖を感じた時のような反応（恐怖反応）が生じる。このように，訓練を必要とし

ない反応を（　ア　）と呼ばれ，それを引き起こす刺激は（　イ　）と呼ばれる。

　　　一方，本来は恐怖反応を起こさないような“音”を，恐怖反応を起こす“電気ショック”

の直前に聞かせると，マウスは“音”と“電気ショック”が関連していることを学習して，

“音”を聞いただけで恐怖反応を起こすようになる。このように一定の条件下に形成され

た反応は条件反応と呼ばれる。本来は恐怖反応を起こさない“音”のような中立的な刺

激は（　ウ　）と呼ばれる。また，（　イ　）と（　ウ　）の対となった刺激による学

習を（　エ　）という。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 自然反応 自然刺激 中立刺激 先天的条件付け
2 自然反応 人工刺激 中立刺激 先天的条件付け
3 無条件反応 無条件刺激 学習刺激 先天的条件付け
4 無条件反応 無条件刺激 学習刺激 古典的条件付け
5 無条件反応 無条件刺激 条件刺激 古典的条件付け

－5－

問４　免疫についての説明である。次の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句

の正しい組合せはどれか。

　　　我々のからだには病原体や異物などが体内に侵入することを防ぐしくみや，がん細

胞など異常な変異細胞を排除するしくみがある。これを“免疫”という。

　　　免疫のうち，（　ア　）は体内に侵入した病原体・異物をただちに排除しようとする

はたらきであり，（　イ　）は病原体・異物などの抗原の情報を記憶し，特異的に排除

しようとするはたらきを表す。後者の免疫には抗原を特異的に認識する（　ウ　） 

と呼ばれるタンパク質が重要な役割を果たしている。免疫反応が自身の正常な組織に

対して過剰に反応する病気のことを（　エ　）という。さらに，ヒトによっては，食べ

物などに含まれる特定の物質を抗原と認識し，過剰な免疫反応を引き起こすことがあ

る。これを（　オ　） という。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 自然免疫 獲得免疫 補体 アレルギー 自己免疫疾患
2 獲得免疫 自然免疫 補体 アレルギー 拒絶反応
3 自然免疫 獲得免疫 抗体 自己免疫疾患 アレルギー
4 獲得免疫 自然免疫 抗体 拒絶反応 アレルギー
5 自然免疫 獲得免疫 抗体 拒絶反応 アレルギー

－4 － －19－



問６　装置Aの水酸化カリウム水溶液が吸収する気体はどれか。

1 　窒素　　　 2 　二酸化炭素　　　 3 　アンモニア

4 　酸素　　　 5 　水素

問７　植物種（ア）の呼吸商に最も近い値はどれか。

1 　0.6　　　 2 　0.7　　　 3 　0.8　　　 4 　0.9　　　 5 　1.0

問８　植物種（ア）および（イ）の植物名と呼吸基質の組合せのうち，正しいものは

どれか。

植物種（ア） 植物種（イ）
植物名 呼吸基質 植物名 呼吸基質

１ エンドウ 脂質 コムギ タンパク質
2 コムギ タンパク質 エンドウ 脂質
3 エンドウ タンパク質 コムギ 炭水化物
4 コムギ 炭水化物 エンドウ タンパク質
5 エンドウ 炭水化物 コムギ 脂質
6 コムギ 脂質 エンドウ 炭水化物

問９　真核生物において，DNAから転写されたRNAは，不要な部分が取り除かれて，完

成したmRNAとなる。この過程は何と呼ばれるか。

1 　オートファジー　　　 2 　アポトーシス　　　 3 　フレームシフト

4 　イントロン　　　　　 5 　スプライシング

問10　遺伝子型が Aa の個体が卵を形成するとき，第一極体の遺伝子型が A の場合，生

じる卵の遺伝子型として，最も適切なものはどれか。

1 　A のみ　　　　　  2 　a のみ　　　　　　 3 　A : a = 1 : 1

4 　A : a = 2 : 1　　　 5 　A : a = 1 : 2

－7－

問６～８　呼吸商の測定に関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

　　　エンドウとコムギの発芽種子の呼吸基質を調べるために，下図に示すような装
置A, Bを用いて，実験を行った。これらの装置は，容器内で生じた気体量の変化
を目盛りつきガラス管内の着色液の移動から測定するものである。なお，装置A
のフラスコ内には20％水酸化カリウム水溶液が，装置Bのフラスコ内には蒸留水
がそれぞれ入れてある。

着色液 ガラス管 活栓

ゴム栓

発芽種子

水酸化カリウム
水溶液

a

装置A

蒸留水

b

装置 B

　　手順1　エンドウ，コムギの2種の発芽種子をそれぞれ用意する。
　　手順2　 装置A, Bにそれぞれ同量のエンドウの発芽種子を入れ，フラスコの口をゴ

ム栓でふさぐ。
　　手順3　フラスコ内の温度を25℃に保温し，活栓を閉じる。
　　手順4　 30分後，ガラス管にある着色液の右への移動距離（aおよびb）を測定 

する。
　　手順5　コムギの発芽種子についても同様の実験を行う。

　　結果

移動距離
植物種 a b

（ア） 194 mm 4 mm
（イ） 142 mm 24 mm
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問10　遺伝子型が Aa の個体が卵を形成するとき，第一極体の遺伝子型が A の場合，生

じる卵の遺伝子型として，最も適切なものはどれか。

1 　A のみ　　　　　  2 　a のみ　　　　　　 3 　A : a = 1 : 1

4 　A : a = 2 : 1　　　 5 　A : a = 1 : 2

－7－

問６～８　呼吸商の測定に関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

　　　エンドウとコムギの発芽種子の呼吸基質を調べるために，下図に示すような装
置A, Bを用いて，実験を行った。これらの装置は，容器内で生じた気体量の変化
を目盛りつきガラス管内の着色液の移動から測定するものである。なお，装置A
のフラスコ内には20％水酸化カリウム水溶液が，装置Bのフラスコ内には蒸留水
がそれぞれ入れてある。

着色液 ガラス管 活栓

ゴム栓

発芽種子

水酸化カリウム
水溶液

a

装置A

蒸留水

b

装置 B

　　手順1　エンドウ，コムギの2種の発芽種子をそれぞれ用意する。
　　手順2　 装置A, Bにそれぞれ同量のエンドウの発芽種子を入れ，フラスコの口をゴ

ム栓でふさぐ。
　　手順3　フラスコ内の温度を25℃に保温し，活栓を閉じる。
　　手順4　 30分後，ガラス管にある着色液の右への移動距離（aおよびb）を測定 

する。
　　手順5　コムギの発芽種子についても同様の実験を行う。

　　結果

移動距離
植物種 a b

（ア） 194 mm 4 mm
（イ） 142 mm 24 mm
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問13　下線部Bに関して，最も熱を産生する器官はどれか。

1 　脳　　　　 2 　心臓　　　　 3 　肺　　　

4 　腎臓　　　 5 　すい臓　　　 6 　筋肉

問14　反射に関する以下の文章の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せ

はどれか。

　　　椅子に腰かけて足を楽にした状態の時にひざの骨の下を軽くたたくと，足が上がる。

この反射は膝蓋腱反射といい，以下のしくみで生じている。ひざの骨の下を軽くたたく

ことにより，膝蓋腱が引き伸ばされる。すると，ももの筋肉が引き伸ばされ， 

（　ア　）が興奮する。この興奮は（　イ　）を伝わって脊髄に入り，灰白質中の 

（　ウ 　）に伝わる。その結果，ももの筋肉が収縮して足が上がる。

（ア） （イ） （ウ）
１ 筋紡錘 感覚神経 運動神経
2 筋紡錘 運動神経 感覚神経
3 感覚神経 運動神経 筋紡錘
4 感覚神経 筋紡錘 運動神経
5 運動神経 感覚神経 筋紡錘
6 運動神経 筋紡錘 感覚神経

－9－

問11～ 13　動物の体温を保つしくみに関する以下の文章を読んで，設問に答えよ。

　　　動物において体温を保つしくみは生きていくうえで重要である。外気温が変化
すると，その情報は間脳の（　ア　）にある体温調節中枢に伝えられる。その結
果，内分泌系とA神経系を介してB体熱の産生と放散が調節され，体温が一定に保

たれる。

問11　文章中の空欄（ア）は，体温調節に重要なだけでなく，ほかにも様々なはたら

きをもつ。（ア）に入る語句と体温調節以外のはたらきの組合せとして，正しい

ものはどれか。

（ア） はたらき
１ 脳下垂体前葉 チロキシンの分泌の調節
2 脳下垂体前葉 副腎皮質ホルモンの分泌の調節
3 視床下部 成長ホルモンの分泌の調節
4 視床下部 呼吸の調節
5 視　床 血糖量の調節
6 視　床 感覚情報の中継
7 延　髄 循環の調節
8 延　髄 運動の調節

問12　下線部Aに関して，自律神経系のはたらきと，そのはたらきの際に自律神経末

端(自律神経終末)から分泌が増加する神経伝達物質の組合せはどれか。

自律神経系のはたらき 神経伝達物質
１ 心臓の拍動の促進 アセチルコリン
2 気管支の収縮 ノルアドレナリン
3 立毛筋の収縮 ノルアドレナリン
4 皮膚の血管の収縮 アセチルコリン
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問19，問20　3種類の植物A，B，Cを用いて，1日の日照時間と発芽して開花するまでの

日数の関係を調べたところ，下図に示す結果が得られた。この図に関する以下の設問

に答えよ。　

4　　        8　　　　12　　　  16　　　　20
明期の長さ（時間）

A

B

C

花
芽
形
成
ま
で
の
日
数（
日
）

100

80

60

40

20

0

問19　A，B，Cに該当する植物名の組合せとして，正しいものはどれか。

A B C

１ ナス イネ アブラナ

2 ホウレンソウ アサガオ トマト

3 キク キュウリ コムギ

4 ダイズ カーネーション セイヨウタンポポ

5 ショウブ トウモロコシ コスモス

問20　植物A～Cがいずれも開花し，開花までに要する日数がA ＜ B ＜ Cの順となる

ためには，1日の日照時間をいくらにすればよいか。

1　11 時間　　　　 2　13 時間　　　 3　15	時間

4　17 時間　　　　 5　18 時間

－11－

問15　腎臓における尿生成に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　グルコースは，原尿に含まれているが，毛細血管に再吸収されるため，尿中に
は排出されない。

ｂ　グルコースは，原尿に含まれているが，毛細血管に再吸収されないため，尿中
に排出される。

ｃ　グルコースは，原尿に含まれていないので，尿中には排出されない。
ｄ　タンパク質は，原尿に含まれているが，毛細血管に再吸収されるため，尿中に
は排出されない。

ｅ　タンパク質は，原尿に含まれているが，毛細血管に再吸収されないため，尿中
に排出される。

ｆ　タンパク質は，原尿に含まれていないので，尿中には排出されない。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｅ）	 3　（ａ，ｆ）
4　（ｂ，ｄ）	 5　（ｂ，ｅ）	 6　（ｂ，ｆ）
7　（ｃ，ｄ）	 8　（ｃ，ｅ）	 9　（ｃ，ｆ）

問16～18　下表は，ある地域における月別平均気温を示す。この表に関して，以下の設

問に答えよ。気温の単位は℃とする。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

0.8 1.2 3.6 9.0 14.3 17.4 20.6 21.9 18.4 14.0 7.4 1.2

問16	 表の地域の暖かさの指数はいくらか。

１　79　　　 2　83　　　 3　91　　　 4　113　　　 5　126

問17	 表の地域に該当する気候帯はどれか。

１　亜寒帯　		　 2　冷温帯　		　 3　暖温帯　		　 4　亜熱帯　		　 5　熱帯

問18	 表の地域に該当するバイオームはどれか。

１　熱帯多雨林　　　 2　亜熱帯多雨林　　　 3　照葉樹林

4　夏緑樹林　　　　 5　針葉樹林
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国　語
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　 自 分 を 社 会 の 　 　 　 Ｂ 　 　 　 品 で は な い と 考 え る ほ ど の ひ と は 、 ま ず こ の き び し い 　 　 　 Ｃ 　 　 　

に ⑹ テ ッ す る こ と か ら 始 め な け れ ば な ら な い 。 き ょ う 舞 台 に 立 つ 諸 君 の う ち 、 何 人 が 本

当 の 俳 優 に な れ る か は 問 題 で は な い 。 大 切 な の は 諸 君 が 今 、 人 間 本 来 の 『 期 待 さ れ な

い 』 不 安 を 、 胸 い っ ぱ い に 味 わ っ て い る と い う こ と で あ ろ う 。 」

　 今 こ こ で 、 現 代 の 新 し い 「 知 識 人 」 像 を 求 め ら れ て 、 私 は あ ら た め て こ の わ か り き っ

た 反 省 を く り か え す こ と に し た 。 な ぜ な ら ｄ 現 代 の 「 知 識 人 」 に と っ て は 、 社 会 的 役 割

以 前 の 人 間 に 戻 る こ と を 、 特 に 困 難 に す る 事 情 が あ る か ら で あ る 。

	 （ 山 崎 正 和 「 期 待 さ れ な い 百 一 人 目 」 ）

A 　 文 中 の ① ～ ⑥ の カ タ カ ナ の 次 の 傍 線 部 に あ た る 漢 字 は ど れ が 正 し い か 。 そ れ ぞ れ	

選 び な さ い 。

問 １ 　 ⑴	 コ ウ エ ン 　 　 　 １ 　 講 　 　 　 ２ 　 校 　 　 　 ３ 　 公 　 　 　 ４ 　 構

問 ２ 　 ⑵	 タ イ リ ャ ク 　 　 １ 　 対 　 　 　 ２ 　 台 　 　 　 ３ 　 大 　 　 　 ４ 　 代

問 ３ 　 ⑵	 フ カ ケ ツ 　 　 　 １ 　 決 　 　 　 ２ 　 結 　 　 　 ３ 　 欠 　 　 　 ４ 　 傑

問 ４ 　 ⑶	 ヨ ブ ン 　 　 　 　 １ 　 分 　 　 　 ２ 　 文 　 　 　 ３ 　 聞 　 　 　 ４ 　 扮

問 ５ 　 ⑸	 ケ ッ キ ョ ク 　 　 １ 　 曲 　 　 　 ２ 　 極 　 　 　 ３ 　 棘 　 　 　 ４ 　 局

問 ６ 　 ⑹	 テ ッ 　 　 　 　 　 １ 　 哲 　 　 　 ２ 　 徹 　 　 　 ３ 　 迭 　 　 　 ４ 　 撤

B 　 文 中 の 空 欄 Ａ ～ Ｃ に 適 切 な 語 を そ れ ぞ れ 選 び な さ い 。

問 ７ 　 Ａ 　 　 １ 　 単 一 　		 　 ２ 　 現 実 　		 　 ３ 　 将 来 　		 　 ４ 　 必 要 　

問 ８ 　 Ｂ 　 　 １ 　 商 　 　		 　 ２ 　 部 分 　		 　 ３ 　 装 飾 　		 　 ４ 　 単 　

問 ９ 　 Ｃ 　 　 １ 　 責 任 　		 　 ２ 　 選 択 　		 　 ３ 　 自 覚 　		 　 ４ 　 役 割 　		

問 10 　 文 中 の 空 欄 Ｘ に 適 切 な 表 現 を 選 び な さ い 。

　 　 　 １ 　 親 は 「 子 供 」 を 産 み 、 「 親 」 自 身 を 産 む だ け だ

　 　 　 ２ 　 親 は 「 子 供 」 と い う 役 割 を 産 む け れ ど も 、 人 間 を 産 み は し な い

　 　 　 ３ 　 国 家 は 「 国 民 」 と い う 役 割 を 産 む け れ ど も 、 人 間 を 産 み は し な い

　 　 　 ４ 　 国 家 は 「 親 」 を 産 む け れ ど も 、 「 子 供 」 を 産 み は し な い

	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 最 近 、 あ る 俳 優 養 成 所 の 卒 業
⑴ コ ウ エ ン が あ っ て 、 そ の パ ン フ レ ッ ト に 励 ま し の 一 文 を

求 め ら れ た 。 私 は こ の 希 望 に 燃 え た 青 年 た ち に 、 ⑵ タ イ リ ャ ク つ ぎ の よ う な 、 ａ 意 地 の

悪 い 挨 拶 の こ と ば を 送 る こ と に し た 。 「 演 劇 を 志 し て き ょ う 初 め て 舞 台 に 立 つ 諸 君 に 、

私 の い え る こ と は あ ま り 楽 し い こ と で は な い 。 す な わ ち 諸 君 も こ の 私 も 、 お よ そ 芝 居 な ど

志 す 人 間 は 、 こ の 世 の 中 で 『 期 待 さ れ な い 百 一 人 目 』 だ と い う 事 実 で あ る 。 （ 　 イ 　 ） 諸

君 の 何 人 か は 、 両 親 や 先 輩 の 反 対 を 受 け た こ と だ ろ う し 、 諸 君 の 将 来 は そ の 人 た ち の 予

言 通 り 困 難 な も の に な る だ ろ う が 、 し か し 、 そ れ は 諸 君 に と っ て 当 然 の 運 命 だ と い わ な け

れ ば な ら な い 。 （ 　 ロ 　 ） 、 ど の 時 代 の ど の 社 会 に お い て も 、 俳 優 や 芝 居 書 き は 必 要
⑶ フ カ

ケ ツ な 存 在 で は な い か ら で あ る 。 農 民 や 労 働 者 や 経 営 者 な ら 、 （ 　 ハ 　 ） そ れ が 百 人 い

た か ら と い っ て 、 百 一 人 目 が ⑷ ヨ ブ ン に な る と い う こ と は な い 。 し か し 俳 優 や 芝 居 書 き

に と っ て 、 そ の 『 百 一 人 目 』 の
　 　 　 Ａ 　 　 　 性 は け っ し て 絶 対 で あ る と は い え な い 。 シ ェ イ ク

ス ピ ア や モ リ エ ー ル や チ ェ ホ フ が 生 ま れ た あ と に 、 た と え ば こ の 私 が 芝 居 を 書 く 必 要 が

ど こ に あ る の か 。 同 様 に 、 無 数 の ス タ ー が ひ し め い て い る 今 日 、 重 ね て 諸 君 の ひ と り が

出 て 来 る 必 要 が ど こ に あ る の か 。

ｂ こ の 現 実 に 気 づ く こ と は 、 確 か に 叫 び 声 を あ げ た く な る ほ ど 恐 ろ し い こ と だ ろ う 。 わ

れ わ れ は 社 会 の 期 待 に こ た え て 生 き る だ け で は な く 、 社 会 の 期 待 を 作 り な が ら 生 き な け

れ ば な ら な い 。 自 分 が こ の 世 に 生 き る 理 由 を 、 自 分 自 身 で 作 り な が ら 生 き な け れ ば な ら

な い 。

　 （ 　 ニ 　 ） 考 え 方 を 変 え れ ば 、
ｃ 本 来 の 人 間 と い う も の は そ う い う 存 在 で は な い の だ

ろ う か 。 会 社 員 や 学 生 や 政 党 員 で あ る ま え の た だ の 人 間 は 、 す べ て こ の 『 期 待 さ れ な い

百 一 人 目 』 と し て 生 ま れ て 来 た は ず で あ る 。 親 は 『 子 供 』 を 産 む け れ ど も 、 人 間 を 産 み

は し な い 。
　 　 　 　 Ⅹ 　 　 　 　 。 社 会 的 な 役 割 で は な い 本 来 の 人 間 は 、
⑸ ケ ッ キ ョ ク 、 だ れ の

期 待 も 受 け ず 勝 手 に こ の 世 に 生 ま れ て 来 た の で は な か ろ う か 。

設 問 は 20 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び ， 解 答 
用 紙 の 問 １ 〜 問 20 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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　 自 分 を 社 会 の 　 　 　 Ｂ 　 　 　 品 で は な い と 考 え る ほ ど の ひ と は 、 ま ず こ の き び し い 　 　 　 Ｃ 　 　 　

に ⑹ テ ッ す る こ と か ら 始 め な け れ ば な ら な い 。 き ょ う 舞 台 に 立 つ 諸 君 の う ち 、 何 人 が 本

当 の 俳 優 に な れ る か は 問 題 で は な い 。 大 切 な の は 諸 君 が 今 、 人 間 本 来 の 『 期 待 さ れ な

い 』 不 安 を 、 胸 い っ ぱ い に 味 わ っ て い る と い う こ と で あ ろ う 。 」

　 今 こ こ で 、 現 代 の 新 し い 「 知 識 人 」 像 を 求 め ら れ て 、 私 は あ ら た め て こ の わ か り き っ

た 反 省 を く り か え す こ と に し た 。 な ぜ な ら ｄ 現 代 の 「 知 識 人 」 に と っ て は 、 社 会 的 役 割

以 前 の 人 間 に 戻 る こ と を 、 特 に 困 難 に す る 事 情 が あ る か ら で あ る 。

	 （ 山 崎 正 和 「 期 待 さ れ な い 百 一 人 目 」 ）

A 　 文 中 の ① ～ ⑥ の カ タ カ ナ の 次 の 傍 線 部 に あ た る 漢 字 は ど れ が 正 し い か 。 そ れ ぞ れ	

選 び な さ い 。

問 １ 　 ⑴	 コ ウ エ ン 　 　 　 １ 　 講 　 　 　 ２ 　 校 　 　 　 ３ 　 公 　 　 　 ４ 　 構

問 ２ 　 ⑵	 タ イ リ ャ ク 　 　 １ 　 対 　 　 　 ２ 　 台 　 　 　 ３ 　 大 　 　 　 ４ 　 代

問 ３ 　 ⑵	 フ カ ケ ツ 　 　 　 １ 　 決 　 　 　 ２ 　 結 　 　 　 ３ 　 欠 　 　 　 ４ 　 傑

問 ４ 　 ⑶	 ヨ ブ ン 　 　 　 　 １ 　 分 　 　 　 ２ 　 文 　 　 　 ３ 　 聞 　 　 　 ４ 　 扮

問 ５ 　 ⑸	 ケ ッ キ ョ ク 　 　 １ 　 曲 　 　 　 ２ 　 極 　 　 　 ３ 　 棘 　 　 　 ４ 　 局

問 ６ 　 ⑹	 テ ッ 　 　 　 　 　 １ 　 哲 　 　 　 ２ 　 徹 　 　 　 ３ 　 迭 　 　 　 ４ 　 撤

B 　 文 中 の 空 欄 Ａ ～ Ｃ に 適 切 な 語 を そ れ ぞ れ 選 び な さ い 。

問 ７ 　 Ａ 　 　 １ 　 単 一 　		 　 ２ 　 現 実 　		 　 ３ 　 将 来 　		 　 ４ 　 必 要 　

問 ８ 　 Ｂ 　 　 １ 　 商 　 　		 　 ２ 　 部 分 　		 　 ３ 　 装 飾 　		 　 ４ 　 単 　

問 ９ 　 Ｃ 　 　 １ 　 責 任 　		 　 ２ 　 選 択 　		 　 ３ 　 自 覚 　		 　 ４ 　 役 割 　		

問 10 　 文 中 の 空 欄 Ｘ に 適 切 な 表 現 を 選 び な さ い 。

　 　 　 １ 　 親 は 「 子 供 」 を 産 み 、 「 親 」 自 身 を 産 む だ け だ

　 　 　 ２ 　 親 は 「 子 供 」 と い う 役 割 を 産 む け れ ど も 、 人 間 を 産 み は し な い

　 　 　 ３ 　 国 家 は 「 国 民 」 と い う 役 割 を 産 む け れ ど も 、 人 間 を 産 み は し な い

　 　 　 ４ 　 国 家 は 「 親 」 を 産 む け れ ど も 、 「 子 供 」 を 産 み は し な い

	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 最 近 、 あ る 俳 優 養 成 所 の 卒 業
⑴ コ ウ エ ン が あ っ て 、 そ の パ ン フ レ ッ ト に 励 ま し の 一 文 を

求 め ら れ た 。 私 は こ の 希 望 に 燃 え た 青 年 た ち に 、 ⑵ タ イ リ ャ ク つ ぎ の よ う な 、 ａ 意 地 の

悪 い 挨 拶 の こ と ば を 送 る こ と に し た 。 「 演 劇 を 志 し て き ょ う 初 め て 舞 台 に 立 つ 諸 君 に 、

私 の い え る こ と は あ ま り 楽 し い こ と で は な い 。 す な わ ち 諸 君 も こ の 私 も 、 お よ そ 芝 居 な ど

志 す 人 間 は 、 こ の 世 の 中 で 『 期 待 さ れ な い 百 一 人 目 』 だ と い う 事 実 で あ る 。 （ 　 イ 　 ） 諸

君 の 何 人 か は 、 両 親 や 先 輩 の 反 対 を 受 け た こ と だ ろ う し 、 諸 君 の 将 来 は そ の 人 た ち の 予

言 通 り 困 難 な も の に な る だ ろ う が 、 し か し 、 そ れ は 諸 君 に と っ て 当 然 の 運 命 だ と い わ な け

れ ば な ら な い 。 （ 　 ロ 　 ） 、 ど の 時 代 の ど の 社 会 に お い て も 、 俳 優 や 芝 居 書 き は 必 要
⑶ フ カ

ケ ツ な 存 在 で は な い か ら で あ る 。 農 民 や 労 働 者 や 経 営 者 な ら 、 （ 　 ハ 　 ） そ れ が 百 人 い

た か ら と い っ て 、 百 一 人 目 が ⑷ ヨ ブ ン に な る と い う こ と は な い 。 し か し 俳 優 や 芝 居 書 き

に と っ て 、 そ の 『 百 一 人 目 』 の
　 　 　 Ａ 　 　 　 性 は け っ し て 絶 対 で あ る と は い え な い 。 シ ェ イ ク

ス ピ ア や モ リ エ ー ル や チ ェ ホ フ が 生 ま れ た あ と に 、 た と え ば こ の 私 が 芝 居 を 書 く 必 要 が

ど こ に あ る の か 。 同 様 に 、 無 数 の ス タ ー が ひ し め い て い る 今 日 、 重 ね て 諸 君 の ひ と り が

出 て 来 る 必 要 が ど こ に あ る の か 。

ｂ こ の 現 実 に 気 づ く こ と は 、 確 か に 叫 び 声 を あ げ た く な る ほ ど 恐 ろ し い こ と だ ろ う 。 わ

れ わ れ は 社 会 の 期 待 に こ た え て 生 き る だ け で は な く 、 社 会 の 期 待 を 作 り な が ら 生 き な け

れ ば な ら な い 。 自 分 が こ の 世 に 生 き る 理 由 を 、 自 分 自 身 で 作 り な が ら 生 き な け れ ば な ら

な い 。

　 （ 　 ニ 　 ） 考 え 方 を 変 え れ ば 、
ｃ 本 来 の 人 間 と い う も の は そ う い う 存 在 で は な い の だ

ろ う か 。 会 社 員 や 学 生 や 政 党 員 で あ る ま え の た だ の 人 間 は 、 す べ て こ の 『 期 待 さ れ な い

百 一 人 目 』 と し て 生 ま れ て 来 た は ず で あ る 。 親 は 『 子 供 』 を 産 む け れ ど も 、 人 間 を 産 み

は し な い 。
　 　 　 　 Ⅹ 　 　 　 　 。 社 会 的 な 役 割 で は な い 本 来 の 人 間 は 、
⑸ ケ ッ キ ョ ク 、 だ れ の

期 待 も 受 け ず 勝 手 に こ の 世 に 生 ま れ て 来 た の で は な か ろ う か 。

設 問 は 20 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び ， 解 答 

用 紙 の 問 １ 〜 問 20 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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問 18 　 文 中 の 傍 線 部 ｄ の 「 事 情 」 に あ た る 表 現 を 文 中 か ら 引 用 し て い る が 、 「 事 情 」 に

あ て は ま ら な い も の が 一 つ だ け あ る 。 そ れ を 選 び な さ い 。

１ 　 「 知 識 人 は い う ま で も な く 力 や も の を 扱 う ひ と の 補 助 的 な 存 在 で あ っ た 」

２ 　 「 資 本 家 よ り も 経 営 者 が 偉 く な り 、 権 力 者 よ り も カ ン リ ョ ウ が 強 く な り 、 そ し て

職 人 の 技 術 を デ ザ イ ナ ー た ち が 支 配 し て い る 」

３ 　 「 知 識 は ほ か の 能 力 に 奉 仕 す る こ と を や め た ば か り か 、 今 日 で は ほ か の 能 力 と

競 争 す る こ と さ え や め て し ま っ た 」

４ 　 「 現 代 の 知 識 人 に は 、 知 性 と い う も の を 根 底 か ら 新 し く す る 内 面 の 緊 張 が 失 わ

れ つ つ あ る 」

	 二		

問 19 　 次 の Ａ 群 の 諺 に 類 似 し て い る も の を Ｂ 群 か ら 選 び 、 そ の 組 み 合 わ せ の 正 し い も の

を 選 び な さ い 。

　 　 　 ［ Ａ 群 ］ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ Ｂ 群 ］

　 ⑴	 豆 腐 に か す が い 　 　 　 　 　 ア 　 や ぶ 蛇

　 ⑵	 馬 の 耳 に 念 仏 　 　 　 　 　 　 イ 　 お 山 の 大 将

　 ⑶	 蛇 の 道 は へ び 　 　 　 　 　 　 ウ 　 馬 は 馬 づ れ

　 ⑷	 馬 子 に も 衣 装 　 　 　 　 　 　 エ 　 馬 耳 東 風

　 ⑸	 鳥 な き 里 の こ う も り 　 　 　 オ 　 餅 は 餅 屋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　	 カ 　 い ぐ い に も 笠

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　	 キ 　 の れ ん に 腕 押 し

１ 　 ⑴ … … キ 　 　 ⑵ … … エ 　 　 ⑶ … … オ 　 　 ⑷ … … カ 　 　 ⑸ … … イ

２ 　 ⑴ … … オ 　 　 ⑵ … … キ 　 　 ⑶ … … ア 　 　 ⑷ … … エ 　 　 ⑸ … … イ

３ 　 ⑴ … … オ 　 　 ⑵ … … ウ 　 　 ⑶ … … イ 　 　 ⑷ … … エ 　 　 ⑸ … … カ

４ 　 ⑴ … … カ 　 　 ⑵ … … イ 　 　 ⑶ … … オ 　 　 ⑷ … … ア 　 　 ⑸ … … キ

C 　 文 中 の （ イ ） ～ （ ニ ） に 適 切 な 表 現 を 選 び な さ い 。 （ た だ し 、 同 じ も の を 再 度 用 い て

は な ら な い ） 。

問 11 　 （ 　 イ 　 ） 　	 　 　 問 1
2

　 （ 　 ロ 　 ） 　	 　 問 1
3

　 （ 　 ハ 　 ） 　	 　 問 1
4

　 （ 　 ニ 　 ）

　 　 　 １ 　 た と え 　 　 　 ２ 　 し か し 　 　 　 　 ３ 　 た と え ば 　 　 　 ４ 　 な ぜ な ら

　 　 　 ５ 　 た だ 　 　 　 　 ６ 　 お そ ら く 　 　 　 ７ 　 か つ て

問 15 　 文 中 の 傍 線 部 ａ の 「 意 地 の 悪 い 」 と い う 表 現 に は ど の よ う な ニ ュ ア ン ス が こ め ら

れ て い る か 。 適 切 な も の を 選 び な さ い 。

１ 　 希 望 に 燃 え て い る 俳 優 の 卵 た ち に 、 社 会 か ら 期 待 さ れ て い な い と い う 不 安 を 故

意 に 植 え つ け よ う と し て い る 。

２ 　 希 望 に 燃 え て い る 俳 優 の 卵 た ち に 、 期 待 さ れ て い な い 不 安 を 生 き て い く し か	

な い 、 俳 優 と い う 存 在 の き び し さ を 教 え て い る 。

３ 　 希 望 に 燃 え て 養 成 所 を 出 て も 、 現 実 に は 新 人 が 不 必 要 な ほ ど 俳 優 の 数 が 多 す ぎ

る と い う 実 態 を 知 ら せ て い る 。

４ 　 希 望 に 燃 え て 養 成 所 を 出 て も 、 俳 優 志 願 に 反 対 だ っ た 両 親 や 先 輩 の 予 言 の 困 難 さ

を の り こ え る こ と は 容 易 で な い と 告 げ て い る 。

問 16 　 文 中 の 傍 線 部 ｂ と は 、 ど う い う こ と を い っ て い る の か 。 適 切 な も の を 選 び な さ い 。

１ 　 実 社 会 に お い て 必 要 不 必 要 に か か わ ら ず 、 雇 用 の 実 態 は き び し い と い う こ と 。

２ 　 ス タ ー は そ ん な に 多 く 必 要 な 存 在 で は な い と い う こ と 。

３ 　 社 会 に お い て 必 要 と さ れ る 存 在 で は な い と い う こ と 。

４ 　 社 会 の 期 待 に こ た え て 生 き る こ と は む つ か し い と い う こ と 。

問 17 　 文 中 の 傍 線 部 ｃ と は 、 ど の よ う な 人 間 を そ う い っ て い る の か 。 適 切 な も の を 選 び

な さ い 。

１ 　 会 社 員 や 学 生 や 政 党 員 と い っ た 肩 書 き を ま だ 獲 得 し て い な い 人 間 。

２ 　 社 会 の 期 待 を 背 負 う だ け の 力 量 を ま だ 身 に つ け て い な い 人 間 。

３ 　 社 会 の 期 待 に こ た え て 生 き よ う と す る 人 間 。

４ 　 社 会 的 な 役 割 以 前 の 、 た だ の 人 間 。
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問 18 　 文 中 の 傍 線 部 ｄ の 「 事 情 」 に あ た る 表 現 を 文 中 か ら 引 用 し て い る が 、 「 事 情 」 に

あ て は ま ら な い も の が 一 つ だ け あ る 。 そ れ を 選 び な さ い 。

１ 　 「 知 識 人 は い う ま で も な く 力 や も の を 扱 う ひ と の 補 助 的 な 存 在 で あ っ た 」

２ 　 「 資 本 家 よ り も 経 営 者 が 偉 く な り 、 権 力 者 よ り も カ ン リ ョ ウ が 強 く な り 、 そ し て

職 人 の 技 術 を デ ザ イ ナ ー た ち が 支 配 し て い る 」

３ 　 「 知 識 は ほ か の 能 力 に 奉 仕 す る こ と を や め た ば か り か 、 今 日 で は ほ か の 能 力 と

競 争 す る こ と さ え や め て し ま っ た 」

４ 　 「 現 代 の 知 識 人 に は 、 知 性 と い う も の を 根 底 か ら 新 し く す る 内 面 の 緊 張 が 失 わ

れ つ つ あ る 」

	 二		

問 19 　 次 の Ａ 群 の 諺 に 類 似 し て い る も の を Ｂ 群 か ら 選 び 、 そ の 組 み 合 わ せ の 正 し い も の

を 選 び な さ い 。

　 　 　 ［ Ａ 群 ］ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ Ｂ 群 ］

　 ⑴	 豆 腐 に か す が い 　 　 　 　 　 ア 　 や ぶ 蛇

　 ⑵	 馬 の 耳 に 念 仏 　 　 　 　 　 　 イ 　 お 山 の 大 将

　 ⑶	 蛇 の 道 は へ び 　 　 　 　 　 　 ウ 　 馬 は 馬 づ れ

　 ⑷	 馬 子 に も 衣 装 　 　 　 　 　 　 エ 　 馬 耳 東 風

　 ⑸	 鳥 な き 里 の こ う も り 　 　 　 オ 　 餅 は 餅 屋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　	 カ 　 い ぐ い に も 笠

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　	 キ 　 の れ ん に 腕 押 し

１ 　 ⑴ … … キ 　 　 ⑵ … … エ 　 　 ⑶ … … オ 　 　 ⑷ … … カ 　 　 ⑸ … … イ

２ 　 ⑴ … … オ 　 　 ⑵ … … キ 　 　 ⑶ … … ア 　 　 ⑷ … … エ 　 　 ⑸ … … イ

３ 　 ⑴ … … オ 　 　 ⑵ … … ウ 　 　 ⑶ … … イ 　 　 ⑷ … … エ 　 　 ⑸ … … カ

４ 　 ⑴ … … カ 　 　 ⑵ … … イ 　 　 ⑶ … … オ 　 　 ⑷ … … ア 　 　 ⑸ … … キ

C 　 文 中 の （ イ ） ～ （ ニ ） に 適 切 な 表 現 を 選 び な さ い 。 （ た だ し 、 同 じ も の を 再 度 用 い て

は な ら な い ） 。

問 11 　 （ 　 イ 　 ） 　	 　 　 問 1
2

　 （ 　 ロ 　 ） 　	 　 問 1
3

　 （ 　 ハ 　 ） 　	 　 問 1
4

　 （ 　 ニ 　 ）

　 　 　 １ 　 た と え 　 　 　 ２ 　 し か し 　 　 　 　 ３ 　 た と え ば 　 　 　 ４ 　 な ぜ な ら

　 　 　 ５ 　 た だ 　 　 　 　 ６ 　 お そ ら く 　 　 　 ７ 　 か つ て

問 15 　 文 中 の 傍 線 部 ａ の 「 意 地 の 悪 い 」 と い う 表 現 に は ど の よ う な ニ ュ ア ン ス が こ め ら

れ て い る か 。 適 切 な も の を 選 び な さ い 。

１ 　 希 望 に 燃 え て い る 俳 優 の 卵 た ち に 、 社 会 か ら 期 待 さ れ て い な い と い う 不 安 を 故

意 に 植 え つ け よ う と し て い る 。

２ 　 希 望 に 燃 え て い る 俳 優 の 卵 た ち に 、 期 待 さ れ て い な い 不 安 を 生 き て い く し か	

な い 、 俳 優 と い う 存 在 の き び し さ を 教 え て い る 。

３ 　 希 望 に 燃 え て 養 成 所 を 出 て も 、 現 実 に は 新 人 が 不 必 要 な ほ ど 俳 優 の 数 が 多 す ぎ

る と い う 実 態 を 知 ら せ て い る 。

４ 　 希 望 に 燃 え て 養 成 所 を 出 て も 、 俳 優 志 願 に 反 対 だ っ た 両 親 や 先 輩 の 予 言 の 困 難 さ

を の り こ え る こ と は 容 易 で な い と 告 げ て い る 。

問 16 　 文 中 の 傍 線 部 ｂ と は 、 ど う い う こ と を い っ て い る の か 。 適 切 な も の を 選 び な さ い 。

１ 　 実 社 会 に お い て 必 要 不 必 要 に か か わ ら ず 、 雇 用 の 実 態 は き び し い と い う こ と 。

２ 　 ス タ ー は そ ん な に 多 く 必 要 な 存 在 で は な い と い う こ と 。

３ 　 社 会 に お い て 必 要 と さ れ る 存 在 で は な い と い う こ と 。

４ 　 社 会 の 期 待 に こ た え て 生 き る こ と は む つ か し い と い う こ と 。

問 17 　 文 中 の 傍 線 部 ｃ と は 、 ど の よ う な 人 間 を そ う い っ て い る の か 。 適 切 な も の を 選 び

な さ い 。

１ 　 会 社 員 や 学 生 や 政 党 員 と い っ た 肩 書 き を ま だ 獲 得 し て い な い 人 間 。

２ 　 社 会 の 期 待 を 背 負 う だ け の 力 量 を ま だ 身 に つ け て い な い 人 間 。

３ 　 社 会 の 期 待 に こ た え て 生 き よ う と す る 人 間 。

４ 　 社 会 的 な 役 割 以 前 の 、 た だ の 人 間 。
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	 三		
問 20 　 次 の Ａ ～ Ｉ に 「 詩 」 か 「 詩 人 」 と い う 言 葉 が 入 る が 、 「 詩 人 」 と い う 言 葉 は 合 計

し て 何 回 入 る か 後 か ら 正 し い も の を 選 び な さ い 。

　 詩 に つ い て 語 る こ と は む ず か し い 、 そ れ と い う の も 、 詩 人 の 仕 事 は 、 い つ で も 　 　 　 Ａ 　 　

　

そ の も の を 疑 い 、 こ わ し て い く と こ ろ か ら 始 ま る も の だ か ら 。 言 い か え れ ば 、 自 分 た ち

の 言 葉 が い か に 不 実 な も の で あ る か を 痛 感 す る と こ ろ か ら
　 　 　 Ｂ 　 　 　 は 出 発 す る の で あ

る 。 「
　 　 　 Ｃ 　 　 　 が 、 あ る 表 現 し た い も の （ 中 略 ） を 心 に い だ き 、 そ れ を 読 者 に ど う し た ら

う ま く 伝 え ら れ る か と 苦 心 し な が ら 一 つ の 作 品 に ま と め 上 げ 、 読 者 は そ れ を 読 む こ と に

よ っ て 、
　 　 　 Ｄ 　 　 　 の 心 に あ っ た も の を ま ざ ま ざ と 感 じ と る 」 と い う 図 式 は 一 見 い か に も

も っ と も ら し い が 、 現 代 の
　 　 　 Ｅ 　 　 　 は こ の よ う な 図 式 は 信 じ て は い な い 。 （ 中 略 ） 現 代

詩 に つ い て し ば し ば 用 い ら れ る 「 難 解 」 と い う 評 語 も 、
　 　 　 Ｆ 　 　 　 を 伝 達 手 段 と し て 見 る

見 方 と か わ っ て い る 場 合 が 多 い 。 「 こ の 行 は 何 を 表 し て い る の か わ か ら な い 」 「 作 者 の 言

お う と し て い る こ と が わ か ら な い 」 と い っ た 意 味 で の 「 難 解 さ 」 で あ る 。 し か し 、	

　 　 　 Ｇ 　 　 　 が 作 者 の 感 情 や 意 見 の 伝 達 の 手 段 で な い と し た ら 、 こ う し た 「 わ か ら な さ 」 を

云 々 す る こ と は 大 半 は 意 味 を 失 っ て し ま う だ ろ う 。 （ 中 略 ）

　 　 　 Ｈ 　 　 　 で は 、 言 葉 は 日 常 の 用 に あ て ら れ る 場 合 と は は な は だ 異 な っ た 態 度 で と り 扱

わ れ 、 組 み 合 わ せ ら れ ね ば な ら な い 。 （ 中 略 ） し か し こ れ は 、
　 　 　 Ｉ 　 　 　 を 現 実 か ら 切 り 離

し 、 芸 術 至 上 主 義 の 象 牙 の 塔 に 閉 じ 込 め る こ と で は な い 。

	 （ 入 沢 康 夫 『 詩 に つ い て の 三 つ の 断 章 』 ）

１ 　 六 回 　 　 　

２ 　 五 回

３ 　 四 回

４ 　 三 回
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	 三		

問 20 　 次 の Ａ ～ Ｉ に 「 詩 」 か 「 詩 人 」 と い う 言 葉 が 入 る が 、 「 詩 人 」 と い う 言 葉 は 合 計

し て 何 回 入 る か 後 か ら 正 し い も の を 選 び な さ い 。

　 詩 に つ い て 語 る こ と は む ず か し い 、 そ れ と い う の も 、 詩 人 の 仕 事 は 、 い つ で も 　 　 　 Ａ 　 　

　

そ の も の を 疑 い 、 こ わ し て い く と こ ろ か ら 始 ま る も の だ か ら 。 言 い か え れ ば 、 自 分 た ち

の 言 葉 が い か に 不 実 な も の で あ る か を 痛 感 す る と こ ろ か ら
　 　 　 Ｂ 　 　 　 は 出 発 す る の で あ

る 。 「
　 　 　 Ｃ 　 　 　 が 、 あ る 表 現 し た い も の （ 中 略 ） を 心 に い だ き 、 そ れ を 読 者 に ど う し た ら

う ま く 伝 え ら れ る か と 苦 心 し な が ら 一 つ の 作 品 に ま と め 上 げ 、 読 者 は そ れ を 読 む こ と に

よ っ て 、
　 　 　 Ｄ 　 　 　 の 心 に あ っ た も の を ま ざ ま ざ と 感 じ と る 」 と い う 図 式 は 一 見 い か に も

も っ と も ら し い が 、 現 代 の
　 　 　 Ｅ 　 　 　 は こ の よ う な 図 式 は 信 じ て は い な い 。 （ 中 略 ） 現 代

詩 に つ い て し ば し ば 用 い ら れ る 「 難 解 」 と い う 評 語 も 、
　 　 　 Ｆ 　 　 　 を 伝 達 手 段 と し て 見 る

見 方 と か わ っ て い る 場 合 が 多 い 。 「 こ の 行 は 何 を 表 し て い る の か わ か ら な い 」 「 作 者 の 言

お う と し て い る こ と が わ か ら な い 」 と い っ た 意 味 で の 「 難 解 さ 」 で あ る 。 し か し 、	

　 　 　 Ｇ 　 　 　 が 作 者 の 感 情 や 意 見 の 伝 達 の 手 段 で な い と し た ら 、 こ う し た 「 わ か ら な さ 」 を

云 々 す る こ と は 大 半 は 意 味 を 失 っ て し ま う だ ろ う 。 （ 中 略 ）

　 　 　 Ｈ 　 　 　 で は 、 言 葉 は 日 常 の 用 に あ て ら れ る 場 合 と は は な は だ 異 な っ た 態 度 で と り 扱

わ れ 、 組 み 合 わ せ ら れ ね ば な ら な い 。 （ 中 略 ） し か し こ れ は 、
　 　 　 Ｉ 　 　 　 を 現 実 か ら 切 り 離

し 、 芸 術 至 上 主 義 の 象 牙 の 塔 に 閉 じ 込 め る こ と で は な い 。

	 （ 入 沢 康 夫 『 詩 に つ い て の 三 つ の 断 章 』 ）

１ 　 六 回 　 　 　

２ 　 五 回

３ 　 四 回

４ 　 三 回








